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「地質の日」に対する取り組み

坂本正徳（国学院大学）

５月１０日は「地質の日」

制定の目的

般の人々が 「地質」をより身近に感じてもらい一般の人々が、「地質」をより身近に感じてもらい、
理解してもらうための普及活動

「５月１０日」の由来
明治9年（1876）「日本蝦夷地質要略之図」刊行ラ
イマンらによって日本で初めて広域的な地質図
（200万分の1）が作成された（200万分の1）が作成された
明治11年（1878）内務省地理局地質課（地質の
調査を扱う組織）が定められた

発起人および事業推進委員会

発起人：
日本地質学会 日本応用地質学会 日本情報地質学会 日本古生物学会日本地質学会、日本応用地質学会、日本情報地質学会、日本古生物学会、

資源地質学会、(独)産総研地質調査総合センター、北海道立地質研究所、

神奈川県立生命の星・地球博物館、(社)全国地質調査業協会連合会、(NPO)

地質情報整備・活用機構 (順不同：2007年3月13日）

事業推進委員会：

日本地質学会 日本応用地質学会 日本情報地質学会 日本古生物学会日本地質学会、日本応用地質学会、日本情報地質学会、日本古生物学会、

資源地質学会、日本堆積学会、日本第四紀学会、(独)産総研地質調査総合

センター、日本科学未来館、北海道立地質研究所、神奈川県立生命の星・

地球博物館、(社)全国地質調査業協会連合会、(社)東京地学協会、(NPO)地

質情報整備・活用機構、(独)国立科学博物館、全国科学博物館協議会 (順

不同：2008年1月現在)

「地質の日」ホームページ

http://www.gsj.jp/geologyday/

さまざまなイベントやさまざまなイベントや
日常の活動を通じて、

地質をより身近に感じてもらう
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北海道大学総合博物館: ライマンと北海道の地質―北からの日本地質学の夜明け―(4/29～6/1) 

日本地質学会北海道支部: 総会・個人講演会・地質学講演会(5/10)

(NPO) 地質情報整備・活用機構: 宮澤賢治ジオツアー(5/17～18)

日本各地で行われる「地質の日」イベント

( ) 機 ( / )

日本地質学会関東支部: 箱根火山見学会 (5月中～下旬)

日本地質学会関東支部: 地質技術伝承講習会 (4/19)

神奈川県立生命の星・地球博物館: 講座・観察会等・関連展示(4/5‐6/13)

横須賀市自然・人文博物館: 観察会 城ヶ島の地層(5/10) 

JAMSTEC「なつしま」: 一般公開・市民向けメタンハイドレート講演会(5/10)

中津川市鉱物博物館: 石割体験(5/10)

兵庫県立人と自然の博物館: 展示・イベント・セミナー・観察会(4/20‐5/25)

二上山博物館: フィールドワーク二上山ハイキング「二上山誕生のふしぎ」(5/10) 

徳島県立博物館: 地質調査と地質図(4/1～6/1)、海陽町宍喰浦～竹ヶ島の地質見学(4/20)

島根県立三瓶自然館: 観察会（5/3,4 両日それぞれ開催）

雲仙岳災害記念館: 平成新山がんばランド 島原半島地質巡見「親子バスハイキング」(5/10)
「地質の日」ホームページより 2008/03/13現在（予定も含む）

活動

GW前後にイベントを開催
講演会講演会

巡検・見学会

体験イベント（博物館イベントなど）

関連出版物等の発行日を関連させる

展示など展示など

「地質の日」と付けるだけで効果はある

全国的にイベントを展開する効果

情報地質学会の行事

総会・講演会Geoinforum（例年６月の開催）
他学会の開催タイミングによる他学会の開催タイミングによる

特に地球惑星科学連合大会（５月下旬）

連合大会内での学会主催セッション

「地球情報の標準と管理」（今年は5/26午前）

シンポジウム（年度後半）

技術講習会（原則的に不定期）

近年、９月全地連ｅ－フォーラムでの開催

情報地質学会の「地質の日」に対する活動

現在はＨＰなどで後方支援

「地質 事業推進委員会 員と「地質の日」事業推進委員会の一員として

関係の深い団体の活動を支援

「地質の日」関連イベントの計画

行事の時期を合わせる

シンポジウム 技術講習会シンポジウム、技術講習会

実施のための準備

前年度の秋～年末からの企画が必要


